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平成 年 月 日現在２８   ５ ２３







研究成果の概要（英文）：The Article 12 of the UN Convention on the Rights of Persons with Disabilities 
(CRPD) requires the States to establish and install legal mechanism which will recognize persons with 
mental disabilities more positively as right-executors (not just as right-holders). In this project the 
current systems of adult guardianship, negotium gestio, contract theory and consumer law have been 
examined from this perspective. Through the interdisciplinary and comparative-legal-studies, it has been 
found that the three essential factors; autonomy, disclosure of information, regulations on unfair 
commercial practices and its redress should be enhanced. Only after the appropriate consumer law which 







































を有する英国 2005 年意思決定能力法 (the 
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② Fumie Suga”  Protecting the Most 
Vulnerable Consumers from Unfair 
Commercial Practices”国際消費者法学会








④Fumie Suga “The Achievements and the 
Future Tasks of the Japanese Adult 
Guardianship System --- Where and how can 
we find the concept of supported 
descison-making in the Japanese law?” 
National Human Rights Commission of Korea 
& Korean Institute for Adult Guardianship 
Law and Policy 招聘講演（2013年5月10日、
漢城大学、ソウル・韓国) 
 
〔図書〕（計 3 件） 
①上山泰・菅富美枝「障害と民法」菊池馨実・
中川純・川島聡編著『障害法』258（91-117）
頁、成文堂（2015）。 
②菅富美枝「判断能力の不十分な人々をめぐ
る事務管理論の再構成ーー本人中心主義に
立った成年後見制度との統合的解釈の試み」
『民事法学の歴史と未来』（成文堂）708
（481-511）頁 (2014)。 
③菅富美枝「判断能力の不十分な者との取引
と公序良俗違反」『現代法と法システム』 酒
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〔その他〕社会貢献活動 
・シンポジスト「支援付き意思決定と成年後
見制度」 全国権利擁護支援フォーラム「意
思決定支援推進国際シンポジウム」（2014年
12月20日） 
・研修講師「意思決定支援と成年後見制度―
―障害者権利条約とこれからの日本社会・法
――」 成年後見センター・リーガルサポー
ト千葉県支部（2014年12月6日） 
・特別講演「自己決定を支援する法制度の構
築に向けて―イギリスの意思決定能力法か
らの示唆」 大阪弁護士会高齢者障害者総合
支援センタ 「ーひまわり」15周年記念シンポ
ジウム（2014年2月22日） 
・研修講師「自己決定を支援する法制度と社
会を考える―イギリスの意思決定能力法か
ら学べるもの」 平成25年度足立区社会福祉
協議会第3回成年後見人連絡会（2014年2月
21日） 
・研修講師「成年後見制度の課題 と今後の
展望ー自己決定を支援する 社会と法制度の
あり方を考える」 日本精神保健福祉士協会
第 6回認定成年後見人養成研修（2013年 12
月8日） 
・特別講演「自己決定を支援する社会と法制
度ーー意思決定が困難になっても支え合え
るために」 権利擁護たかつき創立五周年記
念大会（2013年10月19日） 
・講演「日本の成年後見制度の課題と改善に
向けての展望ーイギリスとの比較を踏まえ
て」 埼玉県社会保険労務士会（2013年 8月
3日） 
・記念講演「知的・精神的障害を有する人々
の社会的包摂への試み 意思決定支援を保障
する イギリスの成年後見制度を中心に」 
KCN相談支援専門員連絡会・サービス管理責
任者連絡会設立記念研修会基調講演（2013年
11月10日） 
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